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〈一般書〉 〈U－20〉 〈児童書〉

関　裕二　著
講談社／1,470円

平安時代から千年の繁栄を築
いた藤原氏。政敵を次々とな
ぎ倒した手腕の剛胆さ、手際
の鮮やかさに迫る。

藤
原
氏
の
悪
行 

関　

裕
二

リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
チ
ル
ド
レ
ン 

梓
崎　

優

白
戸
修
の
逃
亡 

大
倉　

崇
裕

海
と
月
の
迷
路 

大
沢　

在
昌

代
書
屋
ミ
ク
ラ 

松
崎　

有
理

鉄
道
と
戦
争
の
世
界
史 

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ウ
ォ
ル
マ
ー

「
老
年
症
候
群
」
の
診
察
室 

大
蔵　

暢

日
本
百
富
士 

敷
島　

悦
朗

家
族
写
真
は
「
」
で
あ
る
。 

浅
田　

政
志

黙
示
録 

池
上　

永
一

横
綱
照
国
物
語 

簗
瀬　

均

次
の
夢
へ
の
一
歩 

阿
部　

雅
龍

Ｚ
ｏ
ｏ
っ
と
い
っ
し
ょ 

秋
田
市
大
森
山
動
物
園

体
型
を
選
ば
な
い
ゆ
っ
た
り
着
こ
な
す
大
人
の
ニ
ッ
ト 
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石
の
巨
人 
ジ
ェ
ー
ン
・
サ
ト
ク
リ
フ

し
り
と
り
さ
ん
ぽ 

石
津　

ち
ひ
ろ

風
立
ち
ぬ 

宮
崎　

駿

ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ど
ん
ぐ
り
え
ん 
な
か
や　

み
わ

進
め
！
サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー 
林　

壮
一

ひ
い
き
に
か
ん
ぱ
い 

宮
川　

ひ
ろ

ふ
た
り 

福
田　

隆
浩

若
い
人
に
語
る
奈
良
時
代
の
歴
史 

寺
崎　

保
広

ち
ゃ
ん
と
悩
む
た
め
の
哲
学 

小
林　

和
久

Ｙ
Ａ
！
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー　

ハ
ピ
ネ
ス 

小
林　

美
雪　

ほ
か

Ｙ
Ａ
！
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー　

エ
ー
ル

 

は
や
み
ね　
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金
色
の
笑
顔 

北
林　

雨
夏

藤原氏の悪行

中央図書館　
　　☎22-4900
岩城図書館　
　　☎73-3673
由利図書館　
　　☎53-2121
出羽伝承館　
　　☎62-0505

ここで紹介する以
外にもたくさんの
本が入っています。

市図書館ＨＰもご
覧ください。蔵書
検索もできます。

藤原氏の悪行

福田　隆浩　著
講談社／1,365円

本の中に隠されたミステリー
作家の秘密を探る准一と佳
純。本が大好きなふたりの友
情冒険物語。         

ふたり
ジェーン・サトクリフ　著
小峰書店／1,575円

何人もの彫刻家が途中で彫る
のを諦めたダビデ像の彫刻。 
若き日のミケランジェロがそ
の難題に挑む！          

石の巨人

　

10
月
22
日
、秋
田
し
ん
せ
い
農

業
協
同
組
合
の
今
野
正
樹
専
務

理
事
と
、東
京
日
本
橋
に
あ
る
一
般

財
団
法
人 

日
本
穀
物
検
定
協
会

を
訪
問
し
ま
し
た
。協
会
の
伊
藤

元
久
理
事
長
と
面
会
し
、特
Ａ
米

取
得
に
向
け
た
本
市
の
取
り
組
み

状
況
を
説
明
。伊
藤
理
事
長
か
ら

は
、米
を
取
り
巻
く
情
勢
や
本
市

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、早

速
、農
林
水
産
部
長
へ
取
得
に
向

け
た
支
援
策
を
指
示
し
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ち
は
。市
長
の
長
谷
部

で
す
。

　

今
回
か
ら
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
私
の
行
動

「
市
長
の
フ
ォ
ト
・
ダ
イ
ア
リ
ー

（
随
時
更
新
）」の
一
部
を
、毎
月

15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

か
ら　

企
業
誘
致
を
目
的
に
、近
畿
圏

に
所
在
す
る
企
業
へ
本
県
の
立
地

環
境
を
Ｐ
Ｒ
す
る「
リ
ッ
チ
セ
ミ

ナ
ー 

ｉ
ｎ 

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ（
県
主

催
）」が
10
月
23
日
、大
阪
市
の
太

閤
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。約
60

社
の
皆
さ
ま
が
参
加
さ
れ
る
中
、

橋
口
昌
道
副
知
事
が
本
県
の
立

地
や
教
育
環
境
、秋
田
で
操
業
す

る
場
合
の
助
成
制
度
な
ど
を
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、秋
田
市

に
秋
田
工
場
を
開
設
し
た
日
本

新
金
属
株
式
会
社（
本
社
・
大
阪
）

が
、秋
田
で
操
業
す
る
メ
リ
ッ
ト

な
ど
を
紹
介
。本
県
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、県
内
の
各
市
町
村
長
と

共
に
、参
加
企
業
の
皆
さ
ま
と
交

流
を
深
め
、本
市
で
の
操
業
を
お

願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
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「第30回 元祖とろろめし大喰い大会」で30人が
 自慢の胃袋を競いました。自自自慢自慢自慢自慢自慢自慢自慢自慢自慢自慢の胃の胃の胃の胃の胃の胃の胃の胃の胃の胃袋を袋を袋をを袋を袋を袋を袋を袋を袋を競い競い競いいい競い競い競い競い競い競いましましましましましましましましましましましましたたたたたた。た。た。た。た。た。た。
「「「第「第30 元元元元元元元元祖元祖 ろろとろろめろめろめ 大大し大し大し大 いい喰い大大大大 でででででででででで3030人が人ががが人が人が人が人が「 とろろとろとろろとろとろろめろろめろろろめししししししししししし いいいいいい 会」」」 人人が人人人人人人人人3030300 ろろ 大大大 大大大 303000
 自慢の胃袋を競いました。
「第30回 元祖とろろめし大喰い大会」で30人が
 自慢の胃袋を競いました。

10月27日　大内地域市民祭にて（関連記事は10㌻）

胃袋の限界にチャレンジ!
300 祖祖とろとろとろとろととろとろとろとろ めろめろめろめろめろめろめし大し大し大し大し大し大し大し大し い喰い喰い喰い喰いい大会大会大会大会大会大会大大 3000人が人が人が人が人が人人人人人「第30回 元祖とろろめし大喰い大会 で30人が
胃袋の限界にチャレンジ!胃袋の限界にチャレンジ!
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中
央
図
書
館
で
は
、
役
目
を
終
え
た
本
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
分
け
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

※

今
後
不
定
期
で
開
催
す
る
予
定
で
す

期
間
／
12
月
１
日
㈰
〜
９
日
㈪



3 Yurihonjo city public Relations. 2013 2平成 25年 11月 15日号　広報ゆりほんじょう

受章おめでとうございます 秋の叙勲
▼秋の褒章

長谷部市長に受章を報告

▼危険業務従事者叙勲

このほど、「秋の叙勲」「秋の褒章」「危険業務従事者叙勲」が
発表され、本市関係では８人の方々が受章しました。

叙勲▶長年にわたり地方自治や行政、消防などの分野で社会に貢献された方を表彰する制度。
褒章▶学術、医療、産業振興などに尽力した方やその道一筋に業務に精励した方を表彰する制度。

（74歳・内越）
佐々木紘一さん

旭
日
小
綬
章 

地
方
自
治
功
労

　佐々木さんは、昭和54年に旧本荘市
議会議員に当選以来、合併在任特例に
より平成17年10月まで連続8期26年
余りにわたり地方自治の発展に尽力さ
れました。この間、同総務財政常任委員
会委員長を務められたほか、農業委員
会委員なども歴任されました。

「市民の皆さんの暖かいご支援とご厚情によ
り受章できたものと感謝申し上げます」と話
す佐々木さん

（74歳・矢島町荒沢）
佐藤　實さん

旭
日
双
光
章 

地
方
自
治
功
労

　佐藤さんは、昭和54年に旧矢島町議
会議員に当選以来、平成21年10月ま
で9期27年余りにわたり議員を務め、こ
の間、同議長、同総務財政常任委員会
委員長、由利本荘市議会教育民生常任
委員長を歴任されるなど、地方自治の
発展に尽力されました。

「立派な賞をいただき大変驚いています。支え
て頂いた皆さんのおかげと感謝しています。
今後も精進して参ります」と話す佐藤さん

（78歳・岩城二古）
今野　哲雄さん

瑞
宝
単
光
章 

消
防
功
労

　今野さんは、昭和41年に旧岩城町消
防団員となられ、平成4年に副分団長、
平成7年に分団長を歴任。通算35年余
りの長きにわたり団員の指導育成に取
り組みながら消防・防災活動を推進さ
れるなど、火災予防の啓発や消防思想
の高揚に尽力されました。

「防災活動を一緒にしてきた仲間の協力と、
地域住民の皆さんのご支援の賜物と思いま
す。心から感謝しています」 と話す今野さん

（67歳・赤田）
遠藤　照夫さん

瑞
宝
双
光
章 

消
防
功
労

　遠藤さんは昭和44年に旧本荘市消
防士となられ、37年余りにわたり消防
業務に従事されました。由利本荘市消
防司令長などを歴任し多くの現場で消
火活動や救急活動に尽力されたほか、
消防・救急体制の近代化と防火思想の
普及に貢献されました。

「多くの後進に指導できたことをうれしく思
います。家族をはじめ、周囲の支えに感謝し
ています」と話す遠藤さん

（67歳・谷山小路）
伊東　冨男さん

黄
綬
褒
章 

業
務
精
励

　伊東さんは昭和39年に矢島信用金庫
（現羽後信用金庫）に入庫以来、49年の
長きにわたって職務に精励され、平成16
年からは理事長の要職にあって中小企
業育成に力を注いだほか、県信用金庫協
会会長・東北地区信用金庫協会理事を
務められ業界発展に寄与されました。

「中小企業金融への取組を評価いただき大
変光栄です。職場、お取引先そして家族に感
謝しています」と話す伊東さん

（70歳・裏尾崎町）
松江　四郎さん

旭
日
双
光
章 

労
働
行
政
功
労

　松江さんは連合秋田会長代行、秋田
県友愛会会長を務められ、就業環境の
向上や勤労者福祉の増進に尽力され
ました。平成4年12月から12年間にわ
たり県地方労働委員会委員を努めら
れ、労働行政の推進に大きく貢献され
ました。

「多くの方に支えられての受章と感謝してお
ります。これからも少しでも役に立てるよう
頑張ります」と話す松江さん

（61歳・東松島市・由利地域出身）
佐藤　満さん

瑞
宝
単
光
章 

防
衛
功
労

　佐藤さんは昭和47年航空自衛隊に入
隊、航空機整備員としてジェット機の整
備全般に従事されました。ブルーインパ
ルスの整備やＴ－２（国産初高等練習
機）やＦ－２（支援戦闘機）の導入にも
携わったほか、後年は整備統制班におい
て整備統制と隊員の指導に当たりました

「今回の叙勲は、上司・部下に恵まれたおか
げです。家族の支えにも感謝しています」と
話す佐藤さん

（78歳・鶴沼）
関口　隆史さん

瑞
宝
双
光
章 

教
育
功
労

　関口さんは昭和32年から38年間教
鞭をとられ、矢島中、鶴舞小、本荘北中
校長を歴任されました。教務勤務の後、
教育指導・教育行政にも当たり、また校
長時代は郡市教育研究会会長、学校体
育連盟会長に就かれ、学校教育の推進
に大きく寄与されました。

「私個人の功績でなく、関わった全ての方々
のおかげで受章できたものと感じています。
大変感謝しています」と話す関口さん

　このたび叙勲を受けられた方4人が11月5日に市役所を訪れ、
長谷部市長に受章を報告しました。
　長谷部市長はこれまでの功績をたたえるとともに、受章をよろこ
びました。

人

事

異

動

市
職
員
人
事

11
月
１
日
付

異
動

教
育
委
員
会

▼
矢
島
総
合
支
所

【
文
化
課
】

▽（
兼
任
）文
化
課
長（
教
育
次
長
）

佐
藤
一
喜
▽
主
任（
鳥
海
教
育
学

習
課
主
任
）板
垣
俊
一

市
長
部
局

▼
矢
島
総
合
支
所

【
産
業
課
】

▽
産
業
課
長（
教
育
委
員
会
文
化

課
長
）佐
藤
助
雄

▼
市
民
福
祉
部

【
市
民
課
】

▽
主
査（
建
設
部
上
下
水
道
課
主

査
）佐
々
木
恵
里
子

写真左から今野さん、佐々木さん、長谷部市長、佐藤さん、遠藤さん
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第
10
回
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
が
11
月

２
日
、市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、

訪
れ
た
大
勢
の
親
子
連
れ
な
ど
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
実
際
に

見
る
、
試
す
、
作
る
こ
と
が
で
き

る
各
種
実
験
の
ほ
か
計
算
チ
ャ
レ

ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
55
も
の
テ
ー

マ
で
設
け
ら
れ
た
ブ
ー
ス
が
並

び
、
子
供
た
ち
は
実
験
や
工
作
を

通
し
て
、
科
学
の
面
白
さ
を
実
感

し
て
い
ま
し
た
。各
ブ
ー
ス
で
は
、

県
立
大
学
の
学
生
や
サ
イ
エ
ン
ス

ク
ラ
ブ
、
市
内
の
中
学
校
・
高
校

の
科
学
部
員
が
実
験
の
指
導
に
あ

た
り
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
説
明
を
見
聞
き
し
て
い

ま
し
た
。

　

ミ
ニ
熱
気
球
づ
く
り
を
体
験
し

た
髙
橋
海
斗
さ
ん（
西
目
小
５
年
）

は
「
暖
か
い
空
気
に
よ
り
熱
気
球

が
飛
ぶ
仕
組
み
を
実
際
に
体
験
し

て
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」
と
、
七

宝
焼
き
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
近
藤
末
那
さ
ん（
鶴
舞
小
６
年
）

は
「
良
い
作
品
を
作
れ
ま
し
た
。

大
事
に
使
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１

４
「
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
11
月
４
日
、

カ
ダ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
大
勢
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
出
演

し
た
の
は
猿
倉
人
形
芝
居
「
木
内

勇
吉
一
座
」、「
ひ
と
み
座 

乙
女

文
楽
」
な
ど
。
当
日
は
今
年
の
国

民
文
化
祭
開
催
地
山
梨
県
か
ら
託

さ
れ
た
引
継
書
を
、
出
演
者
で

あ
っ
た
羽
後
町
の
中
川
文
子
さ
ん

（
吉
田
栄
楽
一
座
）
か
ら
木
内
雄

之
さ
ん
（
木
内
勇
吉
一
座
）
に
渡

す
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
出
演
団
体
の
演
目
を
楽
し
ん

だ
後
、
塚
田
恵
美
子
さ
ん
（
現
代

人
形
劇
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）が「
人

形
劇
と
地
域
文
化
〜
乙
女
文
楽
の

地
域
活
性
化
戦
略
」
と
題
し
て
、

地
元
に
溶
け
込
み
伝
統
芸
能
を
伝

え
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
を

行
い
、
来
場
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
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見
て
触
れ
て
科
学
を
学
ぶ
　
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

国文祭「科学フェスティバル」
は来年11月開催！
○科学の芽　身近な現象から
ワクワク発見！
○「ものづくりとおもしろ実
験」の祭典

人
形
劇
楽
し
い
ね
　

人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

国文祭「人形劇フェスティバ
ル」は来年10月開催！
全国の伝統人形芝居と現代
人形劇が集い、子どもから大
人まで楽しめる人形芝居・人
形劇の魅力を発信します。

第29回国民文化祭・あきた2014　プレイベント第29回国民文化祭・あきた2014　プレイベント第29回国民文化祭・あきた2014　プレイベント

南
極
・
昭
和
基
地
か
ら
中
継
授
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

新
山
小
学
校
「
南
極
教
室
」

　

南
極
を
通
じ
て
地
球
や
宇
宙
の
こ
と
を

考
え
て
も
ら
お
う
と
10
月
18
日
、
新
山
小

学
校
（
櫻
井
茂
和
校
長
）
で
南
極
の
昭
和

基
地
と
衛
星
回
線
で
つ
な
い
で
授
業
を
行

う
「
南
極
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
新
山
小
学
校
の
卒
業
生
で
、
現
在

第
54
次
日
本
南
極
地
域
観
測
隊
に
機
械
担

当
で
参
加
し
て
い
る
佐
藤
貴
一
さ
ん
の
呼

び
か
け
で
、
国
立
極
地
研
究
所
が
協
力
し

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
教
室
に
は
全
校
生
徒
が
参
加
し
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
る
４
万
㌔
以
上

離
れ
た
南
極
の
景
色
を
見
な
が
ら
説
明
を

受
け
、
生
徒
た
ち
は
未
知
の
世
界
へ
の
興

味
で
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒

た
ち
は
観
測
隊
員
に

「
南
極
に
は
ペ
ン
ギ
ン

以
外
に
も
動
物
が
い
る

ん
で
す
か
」、「
オ
ー
ロ

ラ
は
ど
う
や
っ
て
で
き

る
の
か
」
な
ど
と
い
っ

た
質
問
を
寄
せ
て
い
ま

し
た
。「
南
極
に
建
て

る
建
物
は
ど
ん
な
構
造

な
の
か
」
と
い
う
質
問

を
し
た
熊
谷
穂
高
さ
ん

（
６
年
）
と
高
橋
凜
さ

ん
（
同
）
は
「
パ
ネ
ル

を
使
っ
て
短
期
間
で
建

て
て
し
ま
う
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
秋
田
よ
り

も
ず
っ
と
寒
い
南
極
で

頑
張
っ
て
い
る
隊
員
を

見
て
、
自
分
た
ち
も
頑

張
ら
な
い
と
い
け
な
い

と
感
じ
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

秋
の
天
体
観
望
会
が
10
月
19
日
、
カ

ダ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
市
内
の
小
中
学
生
と

保
護
者
な
ど
お
よ
そ
30
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
観
望
会
は
県
立
大
学

の
天
体
観
測
サ
ー
ク
ル
が

協
力
し
、
参
加
者
ら
は
本

荘
星
の
会
の
皆
さ
ん
の
説

明
で
月
や
星
座
な
ど
を
観

察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
相
馬

彪
汰
君
（
矢
島
小
２
年
）

は
「
と
て
も
良
く
み
え
ま

し
た
。月
や
星
が
好
き
で
、

天
体
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
も
楽
し
み
ま
し
た
」
と
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

昭和基地の観測隊員にみんなで手を振ってお別れしました

宇
宙
の
彼
方
を
観
察
　
秋
の
天
体
観
望
会

　

愛
知
県
豊
川
市
で
11
月
９
日
・
10
日
に

開
催
さ
れ
る
「
Ｂ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ 

in 

豊
川
」
に
出
場
す
る
本
荘
ハ
ム
フ
ラ
イ
・

ハ
ム
民
の
会
（
今
野
広
志
会
長
）
の
メ
ン

バ
ー
６
人
が
11
月
６
日
に
市
役
所
を
訪

れ
、
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
今
野
会
長
が
「
今
回
で
３
回
連

続
の
出
場
で
す
。
食
を
使
っ
た
『
ま
ち
お

こ
し
』
で
由
利
本
荘
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て

き
ま
す
。
目
標
は
10
位
以
内
で
す
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。
長
谷
部
市
長
は
「
ハ

ム
フ
ラ
イ
を
通
じ
て
由
利
本
荘
を
全
国
に

広
め
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。 ハ

ム
フ
ラ
イ
で
由
利
本
荘
を
Ｐ
Ｒ

Ｂ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
出
発
式

引き継ぎセレモニー　左から企画委員長亀崎さん、
木内さん、中川さん

ひとみ座 乙女文楽による三番叟
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新
車
両
は
、
夜
間
の
作
業
を
容

易
に
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
塔
の
ほ
か
、

火
災
現
場
で
人
命
の
探
索
が
で
き

る
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
、

が
れ
き
や
水
中
、
マ
ン
ホ
ー
ル
な

ど
狭
い
箇
所
を
探
索
で
き
る
小
型

カ
メ
ラ
な
ど
、
安
全
・
迅
速
な
救

助
に
つ
な
が
る
最
新
の
機
器
を
導

入
。
主
に
交
通
事
故
を
は
じ
め
、

水
難
・
作
業
事
故
、
火
災
現
場
に

出
動
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の

た
め
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

6平成 25年 11月 15日号　広報ゆりほんじょう

一般会計の執行状況

歳　入

地 方 交 付 税

市 税

国 庫 支 出 金

市 債

県 支 出 金

繰 入 金

諸 収 入

使用料・手数料

分担金・負担金

そ の 他

歳 入 合 計

（千円 ,％）

項　　　　目 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率

201億4,885万8千円

78億1,520万0千円

67億4,992万6千円

74億7,900万0千円

37億6,506万5千円

15億8,199万6千円

5億7,595万5千円

5億1,027万7千円

4億3,366万9千円

30億8,863万7千円

521億4,858万3千円

148億5,098万2千円

43億6,221万8千円

16億8,555万6千円

0千円

5億9,304万7千円

12億1,213万3千円

1億4,867万7千円

2億5,966万4千円

1億7,986万7千円

32億5,244万8千円

265億4,459万2千円

265億399万1千円未 収 入 額

73.7

55.8

25.0

0

15.8

76.6

25.8

50.9

41.5

105.3

50.9

歳　出 （千円 ,％）

執行率

未 支 出 額

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費
歳 出 合 計

2億9,532万6千円
66億5,360万9千円
123億5,821万8千円
35億8,997万8千円
2億2,109万9千円
40億7,383万6千円
13億4,184万0千円
43億5,656万2千円
32億4,325万8千円
57億7,405万1千円
10億7,375万4千円
86億4,437万4千円
1億4,083万7千円
3億8,184万0千円

521億4,858万3千円

1億6,619万4千円
24億9,137万6千円
50億8,683万5千円
8億7,384万2千円
1億1,728万8千円
8億6,663万5千円
4億6,002万3千円
8億2,020万5千円
10億1,583万4千円
19億7,171万4千円
1億6,067万8千円
48億5,174万0千円
1億3,127万5千円

0千円
190億1,364万8千円

331億3,493万5千円

項　　　目 予 算 現 額 支 出 済 額

56.3
37.4
41.2
24.3
53.0
21.3
34.3
18.8
31.3
34.1
15.0
56.1
93.2
0

36.5

（予算額には、歳入歳出ともに平成24年度からの繰越分23億6,522万7千円を含みます。）

特別会計の執行状況

会　　計　　別 予　算　現　額
歳　　　入 歳　　　出

収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 執行率

国民健康保険
後期高齢者医療
診 療 所 運 営
休日応急診療
情報センター
地域情報化事業
奨 学 資 金
介護サービス事業
下 水 道 事 業
集落排水事業
簡易水道事業
スキー場運営
財 産 区

計

98億4,746万4千円
7億5,807万0千円
4億4,323万4千円
1,040万7千円

3億9,986万7千円
1億2,662万7千円
6,837万9千円

7億3,894万4千円
27億2,166万3千円
24億4,625万3千円
9億9,915万7千円
1億5,805万0千円
1,414万8千円

187億3,226万3千円

48億6,661万1千円
2億4,205万9千円
1億2,340万9千円

724万1千円
1億3,799万3千円
3,269万6千円
3,776万6千円

3億3,330万2千円
2億3,833万1千円
1億6,574万3千円
1億8,966万5千円
1,314万5千円
211万8千円

63億9,007万9千円

49.4
31.9
27.8
69.6
34.5
25.8
55.2
45.1
8.8
6.8
19.0
8.3
15.0
34.1

41億7,176万8千円
2億4,343万7千円
1億8,964万3千円

376万9千円
1億7,930万7千円
5,612万9千円
3,133万6千円

3億3,085万9千円
11億4,880万2千円
9億4,454万1千円
3億6,646万3千円
5,401万0千円
157万6千円

77億2,164万0千円

42.4
32.1
42.8
36.2
44.8
44.3
45.8
44.8
42.2
38.6
36.7
34.2
11.1
41.2

（予算額には、歳入歳出ともに平成24年度からの繰越分6億6,256万3千円を含みます。）

※損益計算書とは、会計期間の事業の経営成績を示したものです。※貸借対照表とは、財政状態を表したものです。

ガス・水道事業 執行状況（平成25年度上期）

損益計算書（平成25.4.1～25.9.30） （千円）

（千円）

（千円）

貸借対照表（平成25.9.30）

キャッシュ・フロー計算書（平成25.4.1～25.9.30）

ガス事業 水道事業

ガス事業 水道事業

ガス事業 水道事業

１．  営業収入 

２．  営業費用 

　　営業利益 

３．  営業外収益 

４．  営業外費用 

　　経常利益 

５．  特別損失 

　　当期純利益 

前年度繰越利益剰余金 

当期未処分利益剰余金 

505,937

397,545

108,392

50

26,279

82,163

0

82,163

0

82,163

759,318

497,882

261,436

198

104,671

156,963

432

156,531

0

156,531

資産の部

負債の部

資本の部

固定資産

流動資産

資　産　合　計

負債資本合計

固定負債

流動負債

負債合計
資本金

（うち借入資本金）

剰余金

資本合計

4,481,882

200,336

4,682,218

12,500

61,105

73,605

3,980,762

（3,072,512）

627,851

4,608,613

4,682,218

21,467,832

1,583,158

23,050,990

0

170,219

170,219

19,742,139

（10,587,285）

3,138,632

22,880,771

23,050,990

1.営業活動によるキャッシュ・フロー

2.投資活動によるキャッシュ・フロー

3.財務活動によるキャッシュ・フロー

4.現金及び預金の増減額

5.現金及び預金の期首残高

6.現金及び預金の期末残高

200,372

△ 5,354

△ 150,364

44,654

8,911

142,236

284,549

△ 296,875

21,238

8,911

1,357,797

1,366,708

市の財政状況
地域の声を反映、均衡ある発展めざして

25年度上半期

　本年度上半期の「市の財政状況」を紹介します。
市では、皆さんからの貴重な税金や国・県から
のお金がどのような予算規模で、どれぐらい使
われているかなどを明らかにし、市の財政事情
を知っていただくことが目的です。
　今年４月～９月までの、上半期予算執行状況
などを表にしています。

新新
・
救
助
工
作
車

・
救
助
工
作
車

　
　
　
　
導
入
し
ま
し

　
　
　
　
導
入
し
ま
し
た

新
・
救
助
工
作
車

　
　
　
　
導
入
し
ま
し
た

　

平
成
５
年
に
導
入
し
た
こ
れ
ま
で
の
車
両
の
老
朽
化
に
伴
う
更

新
で
、
10
月
28
日
に
救
助
工
作
車
が
本
荘
消
防
署
に
配
備
さ
れ
、

11
月
11
日
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　会期や日程は今後変更になる場合がありま
す。傍聴の際などは事前にご確認ください。
会期　12月３日（火）～12月19日（木）
　12月３日（火）…本会議（開会、議案の説明）
　　　６日（金）、９日（月）…本会議（一般質問）
　　　10日（火）…本会議（一般質問、議案質疑）
　　　11日（水）～16日（月）
　　　　　　　…各委員会（土日を除く）
　　　19日（木）…本会議（質疑、討論、採決、
　　　　　　　　閉会）
本会議開会時刻　
　12月３日（火）、19日（木）　10時
　　　 ６日（金）、９日（月）、10日（火）　９時半
※11月22日（金）までに受理する請願、陳情を
　今定例会で審議する予定です
問い合わせ先　議会事務局　☎24―６３８６

第４回「市議会定例会」の
会期日程（予定）をお知らせします

物品売り払いのお知らせ物品売り払いのお知らせ物品売り払いのお知らせ
一般競争入札により、下記の物品を売り払います。

公開期間　いずれも11月19日（火）～22日（金）　９時～17時 
入札関係書類の交付　11月19日（火）～22日（金）　９時～17時 
交付場所　管財課（市役所増設棟２階）
※期間内に書類の交付を受けていない方は、入札に参加できません
入札日時　11月28日（木）　10時
入札場所　市役所付属会館２階１号室
問い合わせ先　管財課　☎24－６２６２

物品名

バケット付

除雪ロータリ

除雪ドーザ

除雪ロータリ

年式
車検満了日

最低
売却価格

公開連絡先
（あらかじめご連絡ください）

その他

平成４年式
平成25年11月6日

350,000円

300,000円

350,000円

矢島総合支所建設課
☎55－４９５５

草刈アタッチ
メント付

平成11年式
廃車済

矢島総合支所建設課
☎55－４９５５

走行不可
エンジン
取り外し済

平成５年式
平成25年12月7日

鳥海総合支所振興課
☎57－２２０１
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本
荘
本
荘
米
ま
つ
り

産
業
文
化
祭

　

カ
ダ
ー
レ
で
行
わ
れ
た
米
ま
つ

り
の
開
会
式
は
尾
崎
小
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で

開
会
。
演
奏
会
で
は
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
演
奏
で
大
勢
の
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ご
て
ん
ま
り
コ
ン
ク
ー
ル
に
は

全
国
各
地
か
ら
３
１
３
点
の
出
品

が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が

興
味
深
く
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

本
荘
公
園
前
広
場
で
行
わ
れ
た

「
米
ま
つ
り 

に
ぎ
わ
い
広
場
」
で

は
多
彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
友

好
都
市
物
産
展
、
グ
ル
メ
コ
ー

ナ
ー
な
ど
に
訪
れ
た
家
族
連
れ
ら

が
秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

矢
島
地
域
産
業
文
化
祭
で
は

農
産
品
評
会
や
マ
グ
ロ
解
体

シ
ョ
ー
、
石
釜
ピ
ザ
、
芸
能
発
表

な
ど
に
多
く
の
家
族
連
れ
が
訪

れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
恒
例
の

マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
で
は
、
大
き

な
マ
グ
ロ
が
手
際
よ
く
さ
ば
か
れ

て
い
く
様
子
に
歓
声
が
上
が
り
、

買
い
求
め
る
方
が
長
蛇
の
列
を
つ

く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
場
で
焼
き
上
げ
ら

れ
る
「
坂
之
下
集
落
の
石
釜
ピ

ザ
」
も
大
好
評
。
ヨ
ー
ヨ
ー
づ
く

り
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
人
気
を
集
め
て
い
ま

し
た
。

地
域
文
化
祭

ゆ
り
ま
つ
り

　

岩
城
地
域
文
化
祭
で
は
、
生
涯

学
習
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
の
演
芸

発
表
、
保
育
園
・
小
中
学
校
の
学

習
発
表
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
観
客

を
大
き
く
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

岩
城
会
館
で
行
わ
れ
た
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
少
年
自
然
の
家

に
よ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設

け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
物

に
よ
る
工
作
な
ど
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ゆ
り
ま
つ
り
で
は
「
ゆ
り
根
う

ど
ん
早
食
い
大
会
」
や
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
、
由
利
小
学
校
マ
ラ
ソ
ン

大
会
、
ゆ
り
保
育
園
発
表
会
、
茶

会
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
由
利
地
域
の
各
団
体
、
由
利
中

学
校
吹
奏
楽
部
が
出
演
し
、
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
、
歌
声
で
集

ま
っ
た
観
客
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

　

由
利
小
学
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

は
、
小
学
校
の
周
辺
を
コ
ー
ス
に

学
年
ご
と
に
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。
子
供
た
ち
の
力
走
に
、
コ
ー

ス
沿
い
で
見
守
る
観
客
た
ち
も
大

き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

産
業

ナ
ー
な
ど
に
訪
れ
た

が
秋
の
一
日
を
楽
し

矢
島
地
域
産
業
文

農
産
品
評
会
や
マ

矢
島
矢
島

地
域

地
域
文
化
祭

岩
城
地取

り
組
む
皆

学
習
に
取保

育

小

発
表
、
保

岩
城
岩
城

ゆ
り

工
作
な
ど
に

に
よ
る
工

組

い
ま
し
た
。

ん
で
いま

つ
り
で
は

ゆ
り
ま食

い
大
会
」

ど
ん
早
食

由
利
由
利

たくさんの人がお茶を楽しみましたたくさんの人がお茶を楽しみましたたくさんの人がお茶を楽しみました

（道川保育園）（道川保育園）（道川保育園）

（亀田保育園）（亀田保育園）（亀田保育園）

（由利中学校吹奏楽部）（由利中学校吹奏楽部）（由利中学校吹奏楽部）

（亀田小）（亀田小）（亀田小）
（岩城中）（岩城中）（岩城中）

（道川小）（道川小）（道川小）
大勢の観客が詰めかけたカダーレ大ホール
大勢の観客が詰めかけたカダーレ大ホール
大勢の観客が詰めかけたカダーレ大ホール

入賞おめでとう!入賞おめでとう!入賞おめでとう!

にぎわいの本荘公園前広
場

にぎわいの本荘公園前広
場

にぎわいの本荘公園前広
場

カダーレ創作テラスでの茶会カダーレ創作テラスでの茶会カダーレ創作テラスでの茶会

由利小学校マラソン由利小学校マラソン由利小学校マラソン

市民芸術祭市民芸術祭市民芸術祭

マグロ解体ショー
に大歓声 !

～
～
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大
内
大
内
地
域
市
民
祭

東
由
利

東
由
利
秋
ま
つ
り

　

大
内
地
域
市
民
祭
で
は
、
恒
例

の
「
と
ろ
ろ
め
し
大
喰
い
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
数
の
申

し
込
み
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ

た
30
人
の
胃
袋
自
慢
た
ち
が
出
場

し
、
15
分
間
で
何
杯
食
べ
ら
れ
る

か
を
競
い
ま
し
た
。
県
外
か
ら
の

参
加
者
に
は
そ
の
応
援
団
も
駆
け

付
け
、
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
昨
年
の
優
勝
者

で
あ
る
船
木
幸
一
さ
ん（
秋
田

市
）
が
優
勝
。
前
年
と
同
じ
16
杯

と
い
う
記
録
で
２
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。

　　

東
由
利
秋
ま
つ
り
２
０
１
３
で

は
生
涯
学
習
作
品
展
、
児
童
生
徒

作
品
展
、
こ
ど
も
ま
つ
り
、
芸
能

文
化
協
会
芸
能
発
表
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
ま
つ
り
で
は
、
ス
テ
ー

ジ
で
保
育
士
に
よ
る
劇
な
ど
の
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
に

よ
る
空
手
の
演
舞
で
は
、
迫
力
あ

る
組
み
手
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

西
目
西
目
は
ま
な
す
フ
ェ
ア

鳥
海
鳥
海
産
業
文
化
祭

　

西
目
は
ま
な
す
フ
ェ
ア
で
は
、

恒
例
の
「
ね
ぎ
ま
つ
り
」
に
参
加

し
よ
う
と
開
始
30
分
以
上
前
か
ら

行
列
が
で
き
る
大
盛
況
。
渡
さ
れ

た
袋
い
っ
ぱ
い
に
ネ
ギ
を
詰
め
こ

ん
だ
参
加
者
た
ち
は
満
足
げ
に
ネ

ギ
の
束
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
行
わ
れ
た
も
ち
つ
き
体

験
、
り
ん
ご
ま
つ
り
、
地
元
特
産

品
の
販
売
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

で
、
会
場
の
道
の
駅
に
し
め
イ
ベ

ン
ト
広
場
で
は
あ
ち
こ
ち
に

人
だ
か
り
が
で
き
ま
し
た
。
人
気

の
地
場
産
採
れ
た
て
の
食
材
を
煮

込
ん
だ
「
に
し
め
特
産
鍋
」
を
買

い
求
め
た
来
場
者
は
、
具
だ
く
さ

ん
の
お
い
し
い
鍋
に
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。

　　

鳥
海
地
域
産
業
文
化
祭
で
は
、

農
産
品
や
特
産
品
展
示
の
ほ
か
地

産
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
や
郷
土
芸
能

ま
つ
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
と

な
っ
た
紫
水
館
は
た
く
さ
ん
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

送
り
つ
け
商
法
を
テ
ー
マ
に
演

じ
ら
れ
た
西
目
劇
団
「
濤
」
の
寸

劇
も
行
わ
れ
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
演

技
に
観
客
か
ら
大
き
な
笑
い
と
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

～～～

今年も大行列の
西目特産鍋
今年も大行列の
西目特産鍋
今年も大行列の
西目特産鍋

（天神あやとり）（天神あやとり）（天神あやとり）

（錦鯉の品評会）（錦鯉の品評会）（錦鯉の品評会）

（西目劇団「濤」）（西目劇団「濤」）（西目劇団「濤」）



日
時　

11
月
27
日
（水）　

13
時
〜
16

　

時
会
場　

市
役
所
５
階　

第
５
会
議

　

室
相
談
員　

弁
理
士　

佐
々
紘
造
氏

内
容　

特
許（
発
明
）、実
用
新
案
、

　

意
匠
、
商
標
な
ど
、
ど
ん
な
疑

　

問
や
ご
相
談
に
も
お
答
え
し
ま

　

す
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
発
明
協
会　

☎
０
１
８

　

―

８
２
４―

４
２
８
２

日
時
・
会
場　

12
月
２
日
（月）　

10

　

時
〜
15
時
・
鶴
舞
会
館
、
東
由

　

利
公
民
館
／
３
日
（火）　

10
時
〜

　

15
時
・
社
会
福
祉
協
議
会
西
目

　

支
所
／
４
日
（水）　

10
時
〜
15
時

　

・
矢
島
福
祉
会
館
、
13
時
〜
15

　

時
・
高
城
セ
ン
タ
ー
、
10
時
〜

　

15
時
・
柴
水
館
、
岩
谷
会
館
／

　

９
日
（月）　

10
時
〜
15
時
・
善
隣

　

館
内
容　

人
権
相
談
（
差
別
、名
誉
、

　

信
用
、
住
居
の
安
心
、
い
や
が

　

ら
せ
、
う
わ
さ
、
近
隣
関
係
）、

　

困
り
ご
と
（
土
地
・
建
物
の
権

　

利
お
よ
び
登
記
、
家
族
）、
子

　

ど
も
の
人
権
（
い
じ
め
、
不
登

　

校
、
体
罰
）
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支

　

局　

☎
22―

１
２
０
０

 　

 

　

国
土
交
通
省
・
県
で
は
、
12
月

１
日
を
基
準
日
と
し
て
「
住
生
活

総
合
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
宅
政
策
の
基

礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
５

年
お
き
に
実
施
し
て
い
る
調
査
で

す
。
11
月
21
日
（木）
か
ら
12
月
10

日
（火）
に
か
け
て
、
10
月
に
実
施

さ
れ
た
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」

に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯
の
一

部
の
世
帯
に
調
査
員
が
調
査
票
の

配
布
・
回
収
に
伺
い
ま
す
。
対
象

世
帯
に
は
重
ね
て
お
手
数
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課　

　

☎
24―

６
３
３
４

　

現
在
、
道
路
拡
幅
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
国
道
１
０
５
号
御
門
交

差
点
か
ら
一
番
堰
交
差
点
ま
で
の

約
１
㌔
の
区
間
に
つ
い
て
、
12
月

２
日
（日）
か
ら
拡
幅
し
た
部
分
に
交

通
を
切
り
替
え
ま
す
。
車
両
の
出

入
り
な
ど
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

今
後
、
本
荘
道
路
は
現
在
の
道

路
部
分
の
改
良
工
事
を
行
い
、
平

成
27
年
度
の
４
車
線
で
の
全
線
開

通
を
目
指
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
地
域
振
興

　

局
建
設
部　

企
画
調
査
課　

☎

　

25―

４
５
４
６

貸
与
金
額　

30
万
円
（
来
年
１
月

　

中
旬
〜
３
月
に
一
括
貸
与
）

※

応
募
資
格
や
提
出
書
類
、
返
還

　

方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

12
月
６
日
（金）
ま
で
、
秋
田
県
育

　

英
会　

☎
０
１
８―

８
６
７―

　

２
３
１
１

日
時　

11
月
23
日
（土）　

13
時
半
〜

会
場  

東
由
利
体
育
館

演
題　
「
み
ん
な
笑
顔
の
講
演
会

　

〜
『
思
い
や
る
心
』
を
考
え
る

　

〜
」

講
師　

声
優
・
歌
手
・
脚
本
家　

　

佐
久
間
レ
イ
氏
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

　

佐
田
詠
夢
氏

問
い
合
わ
せ
先　

東
由
利
教
育
学

　

習
課　

☎
69―

２
３
１
０

【
冬
の
貝
殻
細
工
教
室
】

日
時　

12
月
８
日
（日）　

９
時
40
分

　

〜
12
時
半

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル

内
容　

貝
殻
と
木
の
実
を
使
っ
た

　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
飾
り
物
、
ク

　

リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
、
リ
ー

　

ス
な
ど
の
制
作

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
３
年

　

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

60
人

参
加
料　

３
０
０
円
（
材
料
代
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
作
品
を
持
ち

　

帰
る
袋
な
ど

申
込
期
限　

12
月
６
日
（金）
ま
で

【
佐
々
木
紀
さ
ん
「
総
理
大
臣
賞
、

ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
レ
ー

賞
」
受
賞
作
品
展
示
中
！
】

　

本
市
在
中
の
画
家
・
佐
々
木
紀

さ
ん
の
各
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

展
示
会
場　

ア
ク
ア
パ
ル

展
示
期
間　

11
月
30
日
（土）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

ア
ク
ア
パ
ル　

　

☎
22―

５
６
１
１

　

創
建
四
百
年
を
迎
え
た
本
城

（
本
荘
）
城
下
を
遺
跡
と
し
て
捉

え
、
発
掘
調
査
成
果
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

日
時　

１
月
26
日
（日）
ま
で　

９
時

　

〜
17
時
（
月
曜
・
年
末
年
始
休

　

館※

月
曜
が
祝
日
の
場
合
、
火

　

曜
休
館
）

会
場　

修
身
館
（
本
荘
公
園
内
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

修
身
館　

☎
28

　

―

４
７
２
２

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
と
市
専
用
の
履
歴
書
、
資
格

取
得
証
明
書
の
写
し
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
備
え
付
け
の
募
集
要
項
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
（
産
休
・

育
休
代
替
）】

勤
務
内
容　

母
子
保
健
業
務
お
よ

　

び
保
健
業
務
に
付
随
し
た
事
務

　

業
務

募
集
人
員　

１
人

勤
務
先　

健
康
管
理
課

応
募
資
格　

保
健
師
ま
た
は
看
護

　

師
免
許
を
有
す
る
方

勤
務
時
間　

週
５
日
（
38
時
間
45

　

分
）

※

パ
ー
ト
勤
務
希
望
者
の
応
募
可

　
（
勤
務
条
件
は
要
相
談
）

雇
用
期
間　

12
月
10
日
〜
平
成
26

　

年
３
月
31
日
（
育
児
休
業
期
間

　

満
了
予
定
の
平
成
26
年
８
月
ま

　

で
更
新
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

11
月
29
日
（金）
ま
で
、
健
康
管
理

　

課　

☎
22―

１
８
３
４

　

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

公
営
住
宅

　

岩
城
地
域　
　

１
戸（
愛
宕
東
）

　

矢
島
地
域　
　

１
戸（
栩
木
田
）

公
共
住
宅

　

東
由
利
地
域　

１
戸（
吉
野
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

岩
城
地
域　
　

１
戸（
田
町
）

　

矢
島
地
域　
　

１
戸（
大
川
原
）

※

栩
木
田
・
吉
野
団
地
の
み
単
身

　

入
居
が
可
能
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

　

11
月
25
日
（月）
ま
で
、
都
市
計
画

　

課　

☎
24―
６
３
３
４
、
ま
た

　

は
各
総
合
支
所
建
設
課

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
な
ど
の

就
労
、
転
職
を
有
利
に
す
る
た
め

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
期
間　
【
商
業
簿
記
】
12
月

　

７
日
〜
12
月
21
日
・
平
成
26
年

　

１
月
11
日
〜
１
月
25
日
、【
工

　

業
簿
記
】平
成
26
年
２
月
１
日
・

　

15
日
・
22
日
、
３
月
１
日
・
15

　

日
・
22
日　

各
10
時
〜
15
時
40

　

分
（
毎
回
土
曜
・
全
12
回
）

対
象　

日
商
簿
記
３
級
を
有
し
、

　

全
日
程
の
出
席
・
自
己
学
習
が

　

可
能
な
方

会
場　

県
社
会
福
祉
会
館

募
集
人
員　

５
人

対
象　

県
内
在
住
の
父
子
・
母
子

　

家
庭
の
父
母
、
寡
婦

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
８

　

千
円
別
途
あ
り
）

※

申
し
込
み
に
写
真
（
４
㌢×

３

　

㌢
）
が
必
要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課　

☎
24―

６
３

　

１
９

【
乙
種
第
４
類
】

期
日　

12
月
11
日
（水）
・
12
日
（木）　

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

期
日　

12
月
14
日
（土）
・
15
日
（日）　

会
場　

県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
ユ
ー
ス
パ
ル
）

期
日　

12
月
18
日
（水）
・
19
日
（木）　

会
場　

大
仙
市
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

時
間　

い
ず
れ
も
９
時
〜
17
時

【
丙
種
】

日
時　

12
月
26
日
（木）　

９
時
〜
16

　

時
会
場　

県
民
会
館（
ジ
ョ
イ
ナ
ス
）

◎
申
込
書
は
、
本
荘
・
矢
島
消
防

　

署
お
よ
び
各
分
署
に
も
準
備
し

　

て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会　

　

☎
０
１
８―

８
６
７―

２
２
４

　

５

募
集
期
間　
【
鹿
児
島
県
奄
美
南

　

部
台
風
災
害
義
援
金
】
12
月
17

　

日
（火）
ま
で
、【
伊
豆
大
島
な
ど

　

台
風
災
害
義
援
金
】
平
成
26
年

　

１
月
31
日
（金）
ま
で

受
付
口
座　

秋
田
銀
行
お
よ
び
北

　

都
銀
行
各
店
に
義
援
金
専
用
の

　

振
込
用
紙
が
備
え
ら
れ
て
い
ま

　

す

※

振
込
手
数
料
は
無
料
で
す

◎
こ
の
ほ
か
、郵
便
振
替
で
も
取
り

　

扱
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
郵
便

　

局
窓
口
ま
で
。ま
た
、日
本
赤
十

　

字
社
窓
口（
市
役
所
福
祉
支
援

　

課
お
よ
び
総
合
支
所
市
民
福
祉

　

課
）で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課　

　

☎
24―

６
３
１
５

試
験
日　

12
月
17
日
（火）　

試
験
場
所　

県
市
町
村
会
館
５
階

　

大
会
議
室

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
者
、
ま
た
は
平
成

　

４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　

た
者
で
、
大
学
卒
ま
た
は
平
成

　

26
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒
業
見

　

込
み
の
者

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

12
月
４
日
（水）
ま
で
、
県
市
町
村

　

総
合
事
務
組
合　

総
務
課　

☎

　

０
１
８―

８
８
８―

０
２
２
０

　

戦
没
者
遺
族
相
談
員
お
よ
び
戦

傷
病
者
相
談
員
が
10
月
１
日
付
け

で
次
の
方
に
委
託
さ
れ
ま
し
た
。

委
託
期
間
は
平
成
27
年
９
月
30
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

【
戦
没
者
遺
族
相
談
員
】

　

遺
族
に
係
る
各
種
年
金
や
給
付

金
、
生
活
上
の
問
題
に
関
す
る
相

談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。　
　

佐
藤　

甚
一
さ
ん

　
　
　
　

☎
29―

２
８
９
４

小
笠
原
政
一
さ
ん　

　
　
　
　

☎
66―

２
０
７
８

【
戦
傷
病
者
相
談
員
】

　

戦
傷
病
者
お
よ
び
家
庭
に
係
わ

る
各
種
恩
給
、
援
護
、
生
活
上
の

問
題
な
ど
に
関
す
る
相
談
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

阿
部　
　

勇
さ
ん

　
　
　
　

☎
22―

２
９
７
０

佐
々
木　

孝
さ
ん

　
　
　
　

☎
22―

６
５
３
３

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課　

　

☎
24―

６
３
１
５
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暮らしのお知らせ

市
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

無
料
発
明
相
談
会
（
要
予
約
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
中

日
商
簿
記
２
級
講
座
講
習
会

「
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講

習
会
」
開
催

「
鹿
児
島
県
奄
美
南
部・伊
豆
大
島

な
ど
台
風
災
害
義
援
金
」募
集

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

（
大
学
卒
）
職
員
採
用
試
験
を

行
い
ま
す

戦
没
者
遺
族
相
談
員
お
よ
び
戦
傷

病
者
相
談
員
が
委
託
さ
れ
ま
し
た

○「情報ガイド」掲載の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものです。掲載希望の際は、担当各課へご相談ください。

「
人
権
週
間・特
設
人
権
相
談
所
」

開
設
し
ま
す

「
平
成
25
年
住
生
活
総
合
調
査
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
国
道
１
０
５
号　

本
荘
道
路
」

交
通
切
替
の
お
知
ら
せ

東
由
利
地
域
「
文
化
講
演
会
」

開
催
（
入
場
無
料
）

秋
田
県
育
英
会
「
専
修
学
校
入

学
一
時
金
」
奨
学
生
募
集

ア
ク
ア
パ
ル
各
種
催
し

本
城
城
下
創
建
四
百
年
記
念
企

画
展
「
遺
跡
か
ら
見
る
本
荘
城

下
」
開
催
中

～納期内に納めましょう～～納期内に納めましょう～～納期内に納めましょう～

　市が納付を確認できるまでに、金融機関などに納付されてから１週間
程度かかります。納税証明などでお急ぎの場合は、領収証書や引き落と
し額が記帳された通帳をご持参のうえ税務課窓口に申請してください。
問い合わせ先　税務課　☎２４－６３０３（納税証明など）
　　　　　　　収納課　☎２４－６２５６（口座振替など）
　　　　　　　または各総合支所振興課

「納付は便利で「納付は便利で
確実な確実な

口座振替で」口座振替で」

「納付は便利で
確実な

口座振替で」国保税　第５期　納期限　１２月２日（月）国保税　第５期　納期限　１２月２日（月）国保税　第５期　納期限　１２月２日（月）



日
時　

11
月
22
日
（金）　

14
時
〜

会
場　

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

内
容　
「
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢

　

と
日
本
の
戦
略
」（
財
）
日
本

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所　

久

　

谷
一
朗
氏
（
入
場
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

東
北
電
力
㈱
本

　

荘
営
業
所　

総
務
課　

☎
22―

　

１
２
０
５

　

岡
本
フ
キ
子
さ
ん
ら
に
よ
る
津

軽
民
謡
の
唄
と
踊
り
を
披
露
し
ま

す
。

日
時　

11
月
24
日
（日）　

13
時
半
〜

会
場　

ゆ
り
え
も
ん　

大
広
間

※

大
広
間
料
金
２
０
０
円
が
必
要

　

で
す

問
い
合
わ
せ
先　

ゆ
り
え
も
ん　

　

☎
53―

２
６
５
１

日
時　

11
月
18
日
（月）　

10
時
〜

会
場　

本
荘
商
工
会
館

参
加
料　

２
千
円

内
容　

自
主
衛
生
管
理
講
習
会
お

　

よ
び
ヘ
ア
カ
ッ
ト
、
着
付
け

対
象　

美
容
業
従
事
者
（
組
合
未

　

加
入
の
方
も
参
加
可
）

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
美
容
生

　

活
衛
生
同
業
組
合　

本
荘
支
部

　

山
本
さ
ん　

☎
65―

３
５
６
５

　

日
本
人
と
外
国
人
が
共
に
暮
ら

し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
考
え
ま

す
。

日
時　

12
月
７
日
（土）　

10
時
半
〜

　

16
時

会
場　

秋
田
大
学
手
形
キ
ャ
ン
パ

　

ス　

一
般
教
育
２
号
館
１
０
３

　

教
室

定
員　

１
５
０
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

11
月
29
日
（金）
ま
で
、（
公
財
）
秋

　

田
県
国
際
交
流
協
会　

☎
０
１

　

８―

８
９
３―

５
４
９
９

期
日
・
会
場

　

西
滝
沢
水
辺
プ
ラ
ザ

　
　

11
月
19
日
（火）
〜
21
日
（木）　
　

　

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
本
荘
店

　
　

11
月
21
日
（木）
〜
11
月
25
日
（月）   

　

由
利
高
原
鉄
道
矢
島
駅

　
　

12
月
16
日
（月）
〜
19
日
（木）　

◎
各
会
場
の
展
示
時
刻
は
会
場
の

　

営
業
時
間
内
。
い
ず
れ
も
初
日

　

14
時
か
ら
、最
終
日
11
時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
土
交
通
省　

　

秋
田
河
川
国
道
事
務
所　

☎
０

　

１
８―

８
６
４―

２
２
９
０

　

市
内
在
住
の
外
国
人
と
ク
リ
ス

マ
ス
を
祝
い
ま
せ
ん
か
。
欧
米
で

は
一
般
的
な
「
ポ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー

テ
ィ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
参
加
者
が

料
理
を
一
品
持
ち
寄
る
形
式
で
行

い
ま
す
。

日
時　

12
月
14
日
（土）　

17
時
〜
19

　

時
（
16
時
50
分
ま
で
集
合
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

第
１
・
２
会

　

議
室

持
ち
物　

料
理
一
品

※

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

11
月
30
日
（土）
ま
で
、
国
境
な
き

　

話
し
手　

古
川
さ
ん　

☎
０
９

　

０―

４
５
５
９―

４
４
７
８

　

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

　

犯
罪
被
害
者
な
ど
の
尊
厳
が
守

ら
れ
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
県
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

11
月
24
日
（日）　

13
時
〜
15

　

時
半

会
場　

県
庁
第
２
庁
舎　

８
階
大

　

会
議
室

内
容　

犯
罪
被
害
者
の
遺
族
に
宛

　

て
た
作
文
の
朗
読
、
講
演
、
パ

　

ネ
ル
展
示
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
警
察

　

署　

警
務
課
被
害
者
支
援
係　

　

☎
23―

４
１
１
１

　

女
性
の
手
か
ら
手
へ
受
け
継
が

れ
る
技
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
ご
て
ん
ま
り
制
作
教
室
】

　
　
　
　
　
　
（
初
級
・
初
心
者
）

日
時　

12
月
２
日
（月）
・
３
日
（火）
・

　

５
日
（木）　

９
時
半
〜
15
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

会
議
室
な
ど

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

【
刺
し
子
制
作
教
室
】（
中
級
・
初
級
）

日
時　

12
月
２
日
（月）
・
３
日
（火）
・

　

４
日
（水）　

９
時
半
〜
15
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

会
議
室

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

11
月
25
日
（月）
ま
で
、
観
光
文
化

　

振
興
課　

☎
24―

６
３
４
９

　

省
エ
ネ
、
快
適
、
健
康
に
な
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ポ
イ
ン
ト
や

補
助
金
制
度
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。（
参
加
無
料
）

日
時　

11
月
30
日
（土）　

10
時
半
〜

　

11
時
半

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

研
修
室
１

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

11
月
29
日
（金）
ま
で
、
県
生
活
環

　

境
部　

温
暖
化
対
策
課　

☎
０

　

１
８―

８
６
０―

１
５
７
３

【
生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
・
団
体
・

個
人
の
作
品
展
示
】

日
時　

11
月
23
日
（土）
〜
24
日
（日）　

　

９
時
〜
17
時（
24
日
16
時
ま
で
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

１
・
２
・
３

【
生
涯
学
習
体
験
コ
ー
ナ
ー
】

●「
本
荘
追
分
」「
八
尾
お
わ
ら
」

　

踊
り　

日
時　

11
月
23
日
（土）　

11
時
〜
、

　

14
時
〜

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

市
民
活
動
室

●「
ひ
な
の
つ
る
し
飾
り
」
制
作

日
時　

11
月
23
日
（土）　

24
日
（日）　

　

９
時
半
〜
、
13
時
半
〜
（
両
日

　

開
催
・
定
員
各
10
人
）

参
加
料　

千
円
（
材
料
代
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

創
作
テ
ラ
ス

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
荘
教
育
学
習
課　

☎
22―

２

　

６
７
３

日
時　

11
月
24
日
（日）　

10
時
〜
15

　

時
半

会
場　

シ
ー
ガ
ル

問
い
合
わ
せ
先　

文
化
課　

☎
32

　

―

１
３
３
７
、
本
荘
郷
土
資
料

　

館　

☎
24―

３
５
７
０

日
時　

11
月
28
日
（木）　

13
時
〜
16

　

時
会
場　

シ
ー
ガ
ル

テ
ー
マ　
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

　

い
て
も
っ
と
知
ろ
う
」

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

11
月
21
日
（木）
ま
で
、
由
利
本
荘

　

保
健
所　

☎
22―

４
１
２
１

日
時　

12
月
１
日
（日）　

９
時
〜

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

和
室
２

受
講
料　

千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会　

小
川

　

さ
ん　

☎
０
９
０―

２
７
９
２

　

―

９
７
６
２

日
時　

11
月
23
日
（土）　

13
時
〜
16

　

時 

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

自
然
科
学
学

　

習
室
２ 

内
容　

基
調
講
演
「
多
文
化
共
生

　

社
会
に
向
け
て
〜
オ
ー
ス
ト
ラ

　

リ
ア
の
生
活
か
ら
学
ん
で
〜
」 

　

須
藤
公
也
氏
（
本
荘
地
域
出
身

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地
球
物
理
探

　

査
学
会
会
長
）、
ワ
ー
ク
シ
ョ

　

ッ
プ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー　

Ｊ

　

・
Ｆ
・
モ
リ
ス
氏
（
オ
ー
ス
ト

　

ラ
リ
ア
出
身　

宮
城
女
子
学
院

　

大
学
教
授
） 

参
加
料　

５
０
０
円 

※

申
し
込
み
不
要 

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
矢

　

島
フ
ォ
ー
ラ
ム　

太
田
さ
ん　

　

☎
０
８
０―

１
２
３
６―

９
６

　

２
６

　

ど
ん
ぐ
り
や
松
ぼ
っ
く
り
を
材

料
に
、
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
工
作

を
行
い
ま
す
。

日
時　

12
月
８
日
（日）　

10
時
〜
15

　

時
会
場　

カ
ダ
ー
レ　

２
階
会
議
室

対
象　

幼
児
〜
大
人
ま
で
（
先
着

　

20
組
）

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

保
呂
羽
山
少
年

　

自
然
の
家　

☎
０
１
８
２―

２

　

６―

６
０
１
１

暮暮らしらしのおのお知らせ暮らしらしのおのお知らせ ◆情報情報ガイド◆情報情報ガイド◆情報ガイド
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暮らしのお知らせ

「
ゆ
り
え
も
ん
」

　
　
　

津
軽
民
謡
シ
ョ
ー

本
荘
由
利
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム
主
催
「
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会
」

「
第
27
回
本
荘
生
涯
学
習

創
作
展
」
開
催

住
宅
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ミ
ナ
ー

ご
て
ん
ま
り
・
刺
し
子
制
作
教
室

自
主
衛
生
管
理
講
習

戊
辰
戦
争
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
続  

由
利
地
方
の
戊
辰
戦
争
を

語
り
継
ぐ
」
開
催（
入
場
無
料
）

由
利
本
荘
保
健
所

「
食
品
安
全
地
域
懇
談
会
」

地
域
づ
く
り
推
進
事
業「
市
多
文
化

共
生
推
進
セ
ミ
ナ
ー（
第
２
回
目
）」

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
第
３
種
公
認

審
判
員
認
定
会

「
み
ん
な
森
の
芸
術
家
」

本荘地域循環バス「南北線」本荘地域循環バス「南北線」
運行経路を延伸します運行経路を延伸します
本荘地域循環バス「南北線」
運行経路を延伸します
　「東西線」のみ停車していた一部停
留所に「南北線」も停車するようにな
ります。
変更日　12月１日（日）から
延伸距離　２．４キロメートル
●変更後の時刻表は各バス停、バス車
　内でご確認ください。
※運行便数、運賃は変更ありません
問い合わせ先　地域おこし課
　☎２４－６３７８

由利橋

子吉川

大町
古雪町

アクアパル

市役所

尾崎小

安楽温泉

谷地町

御門

「
多
文
化
共
生
社
会
推
進
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
開
催
（
参
加
無
料
）

国
境
な
き
話
し
手　

チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

犯
罪
被
害
者
週
間

「
県
民
の
集
い
」（
参
加
無
料
）

「
川
を
き
れ
い
に
す
る

　
　
　
　

児
童
図
画
」
展
示
会

「旬」な由利本荘市の「旬」な由利本荘市の
　　情報を発信しています　　情報を発信しています
「旬」な由利本荘市の
　　情報を発信しています
　市の公式「フェイスブック」と「ツイッター」では、
より魅力あふれる情報を随時お届けしています。
　イベントや観光の情報から、暮らしについての情
報まで、さまざまな「旬」の情報を発信していますの
で、ぜひご利用ください。
 市公式「フェイスブック」アドレス
　https://www.facebook.com/YurihonjoCityOffice
 市公式「ツイッター」アドレス
　https://twitter.com/yurihonjocity
問い合わせ先　広報課　☎２４－６２３７

ツイッターQRコード フェイスブックQRコード

日時　12月1日（日）　13時～16時半（正午開場）
会場　カダーレ　大ホール（入場無料）
内容　●市内６団体による獅子舞・番楽披露
　　　●早池峰神楽披露（岩手県花巻市）
問い合わせ先　文化課　☎３２―１３３７

第29回　国民文化祭・あきた2014
獅子舞フェスティパルプレイベント

回由利本荘市
　　　民民民民俗俗俗俗芸芸芸芸能能能能大大大大会会会会」」開開開開催催催催
「第7回由利本荘市
　　　民俗芸能大会」開催

羽後
本荘駅

南北線（延伸）

既存バス停留所
延伸後

停車する停留所

南北線（既存）

凡　　　例



お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう 〈10月16日～31日受け付け分〉 どうぞ やすらかにどうぞ やすらかにどうぞ やすらかに 〈10月16日～31日受け付け分〉「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課（総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。
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佐藤　智子さん

髙橋　モトさん

村井　スヱさん

佐藤　健一さん

土門　トミさん

佐藤　玉藏さん

大友　トヨさん

佐々木澄子さん

佐々木マチミさん

佐々木シゲさん

（表尾崎町・53歳）

（二十六木・82歳）

（後町・85歳）

（芦川・81歳）

（藤崎・90歳）

（石脇・78歳）

（石脇・88歳）

（中堅町・71歳）

（西梵天・87歳）

（親川・91歳）

金子　　秀さん

斉藤千枝子さん

齋藤マスヱさん

渡辺チタヱさん

須田　信悟さん

今野　源一さん

齋藤　マサさん

熊谷ノブヨさん

佐藤　憲雄さん

東海林吉郎さん

（鳥田目・75歳）

（表尾崎町・79歳）

（葛法・91歳）

（福山・90歳）

（鶴沼・91歳）

（藤崎・82歳）

（古雪町・85歳）

（矢島町新荘・90歳）

（矢島町川辺・56歳）

（矢島町舘町・87歳）

佐藤　ヤスさん

佐藤リサ子さん

髙見　利雄さん

今野　ミツさん

田口　ミヤさん

田口　トキさん

伊藤　ヒサさん

阿部きよ子さん

𠩤田トミ子さん

佐藤　孝一さん

（矢島町矢島町・92歳）

（矢島町城内・80歳）

（岩城君ヶ野・78歳）

（岩城道川・86歳）

（岩城福俣・88歳）

（岩城冨田・92歳）

（山本・86歳）

（前郷・83歳）

（前郷・79歳）

（新沢・88歳）

小林　キヱさん

小助川敏雄さん

三浦テツヨさん

長谷部　久さん

伊藤ミチヱさん

小松　久助さん

長沼ナミ子さん

髙橋　久惠さん

工藤　貞子さん

阿部　豊春さん

（岩谷町・83歳）

（及位・90歳）

（松本・95歳）

（大内三川・56歳）

（長坂・89歳）

（東由利田代・86歳）

（東由利老方・87歳）

（東由利舘合・85歳）

（東由利法内・74歳）

（東由利法内・77歳）

小松　キサさん

小松　正一さん

渡辺トシ子さん

長谷山一惠さん

佐々木　清さん

佐藤　京子さん

佐藤　　繁さん

金子　シヲさん

眞坂　喜一さん

黒木　シマさん

（東由利宿・91歳）

（東由利蔵・74歳）

（東由利田代・85歳）

（東由利宿・87歳）

（西目町沼田・78歳）

（鳥海町下川内・75歳）

（鳥海町上川内・65歳）

（鳥海町栗沢・79歳）

（鳥海町才ノ神・65歳）

（鳥海町上川内・83歳）

ゆうた

こうせい

あやの

り　く

ゆいと

こうせい

こうだい

　　ひなた

こうせい

こうが

る　い

阿部　柑那ちゃん（ 賢 さん）薬師堂

三浦　桃愛ちゃん（翔太さん）藤崎

澤田　美瑛ちゃん（ 潤 さん）三条

瀬川　優真ちゃん（昇太さん）土谷

佐々木大河ちゃん（ 淳 さん）三条

柴田　琉空ちゃん（ 稔 さん）矢島町七日町

小番　　然ちゃん（拓弥さん）矢島町元町

細矢　彩葉ちゃん（ 潤 さん）岩谷町

小野　明士ちゃん（久隆さん）東由利田代

伊藤　楓翔ちゃん（雄大さん）西目町沼田

佐藤　美咲ちゃん（隆吏さん）鳥海町上笹子

加藤　悠太ちゃん（将太さん）土谷

須藤　晃惺ちゃん（晃司さん）二番堰

菊地　彩乃ちゃん（二哉さん）石脇

池田　莉空ちゃん（直喜さん）川口

佐々木結飛ちゃん（秀人さん）石脇

菊地　煌成ちゃん（佑太さん）薬師堂

藤島　煌大ちゃん（敏彦さん）石脇

嵯峨　　昊ちゃん（裕也さん）石脇

三船　公誠ちゃん（拓也さん）薬師堂

梶原　康雅ちゃん（秀樹さん）一番堰

渡會　琉葦ちゃん（智弘さん）石脇

かんな

と　あ

みえい

ゆうま

たいが

りゅうく

　　ぜん

いろは

あきと

ふうが

みさき

♦♦♦♦人の動き♦♦♦♦

10月末日現在・住民基本台帳

83,319人

39,723人

43,596人

30,482世帯

（－84）

（－46）

（－38）

（－13）

お
た
よ
り
よ
り

お
た
よ
り

三浦荘太郎さん（旧岩城町功労者・岩城上蛇
田）10月16日永眠されました。亀田農業協同
組合組合長、岩城町農業委員会委員、秋田し
んせい農業協同組合理事などを歴任し、農業
の振興・発展に貢献されました。86歳。

佐藤綾子さん（旧矢島町功労者・矢島町矢島
町）10月19日永眠されました。昭和17年に
矢島尋常小学校教員として奉職し、以来、青
年学校、矢島中学校の教諭として計35年間
の長きにわたり、学校教育を始めとした地域
教育の発展に尽力されました。91歳。

小松　眞悦さん（旧東由利町功労者・東由利
老方）10月26日永眠されました。昭和26年
から住民の医療に従事され、45年間にわた
り小・中学校、高校の学校医、国民健康保険運
営協議会委員、黒渕診療所所長として、民生
の安定と向上にご尽力されました。昭和62
年旧東由利町功労、平成９年勲五等瑞宝章。
93歳。

畠山　定男さん（旧本荘市功労者・金山）10
月27日永眠されました。昭和34年から16年
間小友財産区議員、小友財産区管理会委員を
務められ、地域の産業振興と発展に尽力され
ました。また、７期21年間本荘市農業委員会
委員を務められ、農業者の地位向上と農業活
性化に多大な貢献をされました。平成５年旧
本荘市産業功労。87歳。

（　）は前月比

■
対
象

　
　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

■
会
場

　
　

市
文
化
交
流
館「
カ
ダ
ー
レ
」大
ホ
ー
ル

■
期
日
・
日
程
概
要

　
　

平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

　
　

・
正
午
〜
開
場
・
受
付

　
　

・
午
後
１
時
〜
成
人
式
式
典

　
　

・
午
後
２
時
〜
新
成
人
の
つ
ど
い

■
案
内
状
の
発
送

　
　

本
市
に
住
所
を
有
す
る
新
成
人
と

　

市
内
11
中
学
校
の
卒
業
生
（
平
成
20

　

年
度
卒
業
生
＝
21
年
３
月
卒
業
）へ
、

　

12
月
上
旬
に
案
内
状
を
送
付
す
る
予

　

定
で
す
。
た
だ
し
、
仕
事
や
学
校
、

　

結
婚
な
ど
の
関
係
で
市
内
に
お
住
ま

　

い
で
な
く
、
家
族
が
中
学
校
卒
業
時

　

の
住
所
地
か
ら
転
出
さ
れ
た
場
合
は

　

案
内
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
方
は
12
月
５
日
㈭
ま
で

　

に
新
成
人
の
「
現
在
の
住
所
・
氏
名

　

な
ど
」
を
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡

　

下
さ
い
。

■
保
護
者
な
ど
の
来
場
制
限

　
　

当
日
は
会
場
が
ほ
ぼ
満
席
に
な
る

　

こ
と
か
ら
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
臨

　

席
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
駐
車
場
・
送
迎
バ
ス

　
　

新
成
人
な
ら
び
に
保
護
者
用
の
駐

　

車
場
は
、市
役
所
駐
車
場
と
な
り
ま

　

す
。会
場
周
辺
の
駐
車
場
は
使
用
で
き

　

ま
せ
ん
。な
お
、
本
荘
地
域
以
外
は

　

各
総
合
支
所
前
な
ど
か
ら
送
迎
バ
ス

　

を
運
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ど
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行
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会
に
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画
イ
ベ
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ト
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新
成
人
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つ
ど
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ニ
ラ
イ
ブ
出
演
者
を
募
集

　

来
年
1
月
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日
開
催
の
成
人
式
に
引

き
続
き
行
う
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
で

の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
出
演
者
を
募
集
し
ま

す
。
ダ
ン
ス
、
バ
ン
ド
、
吹
奏
楽
、
民

謡
な
ど
様
々
な
団
体
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

対
象

20
歳
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
団
体

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

市
民
活
動
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

☎
32
―
１
３
３
２

　
　

FAX 

33
―
２
２
０
２

日　時　１１月３０日 ( 土 )
受　付　午前９時～９時２０分
　　　　　（終了時間　１１時３０分頃予定）
会　場　本荘保健センター
対　象　妊婦および家族の方
内　容　講義と実習「沐浴のさせ方について」
講　師　佐藤病院 助産師
持ち物　母子健康手帳、筆記用具
申し込み・問い合わせ先
　　　　１１月２９日（金）まで、
　　　　　　健康管理課　☎ ２２－１８３４

マタニティ教室のお知らせ

１
月
12
日
㈰
正
午
〜

―
カ
ダ
ー
レ
で
開
催
―

１
月
12
日
㈰
正
午
〜

―
カ
ダ
ー
レ
で
開
催
―

〈
詳
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く
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案
内
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覧
く
だ
さ
い
〉

〈
詳
し
く
は
案
内
状
を
ご
覧
く
だ
さ
い
〉

!!



農業祭部門農業祭部門農業祭部門

商工祭部門商工祭部門商工祭部門

18平成 25年 11月 15日号　広報ゆりほんじょう

第９回　由利本荘市第９回　由利本荘市第９回　由利本荘市

米まつり米まつり米まつり米まつり
入賞おめでとうございます
部門ごとの上位入賞者は次のとおりです（敬称略）

■
■農産品評会　優等賞
種　類 　　　　品　　種　　　　   氏　　名　　地域 種　類 　　　　品　　種　　　　   氏　　名　　地域

大根（冬自慢） 　　　　　　石脇北保育園

■保育園・幼稚園・学校農園コンクール１等賞
種　類　　　　　　　　　　施設・学校名

■由利本荘市・にかほ市小学生書道展

■第47回　中学生の税についての作文展
賞　区　分　　　　氏　名 　学校・学年

氏　名　　　　　　　学校・学年
ごとう　ゆい　　鶴舞小３年
菊地彩里　　　　平沢小４年
田中晴夏　　　　院内小５年
高野亜美　　　　院内小６年

市長賞 須田拓樹 南中１年
市議会議長賞 深川健斗 南中２年
市教育委員会教育長賞 黒田和那 東中３年

■

■第70回　由利本荘市工芸展
賞　区　分　　　　　作　品　名　　　　  氏　名　  地域

■第44回　全国ごてんまりコンクール
賞　区　分　　　    作　品　名　　　氏　名　　 地　域

■第42回　本荘由利未来の科学ゆめ絵画展
賞　区　分　　　　作　品　名　　　   氏　名　  学校・学年

■第61回　本荘由利発明工夫展
賞　区　分　　　　作　品　名　　　  氏　名  　学校・学年

市教育委員会
教育長賞 （団体の部） 新山小学校

 べんりなエスカレーター 勝山　　佑 小友小2年
県発明協会長賞 電気をつくるブランコ 齊藤　伊吹 新山小3年
 熱中症たいさく時計 小川　栞音 新山小5年
ＡＢＳ秋田放送賞 栄養先生「健康おはし」 大山　智也 亀田小1年
ＡＫＴ秋田テレビ賞 ブックがたほぞん虫かご 木内　求道 新山小3年

ＡＡＢ秋田朝日放送賞 放射能を吸収する ヘビ型ロボット 髙橋　水萌 由利小6年

市商工会長賞 エコバス 佐藤　結菜 新山小2年

市長賞

 守～る（まも～る）の森 能登屋耀斗 亀田小1年
 メロディーせんぷうき 八嶋　晴佳 東由利小2年
 海水クリーンネット 佐々木瑞穂 新山小3年
 道しるべホタルンロード 大場裕美賀 石沢小4年
 汚染水ろ過ロボット 工藤　徳華 東由利小5年
 スマイル発電機 藤田　千寛 松ヶ崎小6年
本荘由利発明 れいとうレンジ 松坂　　光 亀田小2年
振興協会長賞 思い出ニコニコキャップ 髙橋　琉月 石沢小4年
本荘由利教育 エネルギーたまごを
研究会理科部長賞 産むニワトリ 今野将大郎 小友小6年

東北経済産業局長賞 すかし模様と麻 武田　年子 京都府
県知事賞 バラ 高橋タキ子 由利本荘市
市長賞 椿と柊 杉本　絹子 秋田市
県観光連盟会長賞 ダリヤ 武士俣やす 新潟県
県物産振興会賞 バラ 林　　紀子 新潟県

読売新聞社賞 ダブル紡錘型と
 変わり菊 田村小夜子 愛知県

河北新報社賞 桔梗と模様かご目 関　瑠美子 大館市
朝日新聞社賞 夢想華 寺山　聰子 和歌山県
毎日新聞社賞 友禅流し 代入久美子 京都府
秋田魁新報社賞 万華鏡 藤村　悦子 熊本県
ＮＨＫ秋田放送局賞 桜 阿部登志子 由利本荘市
ＡＢＳ秋田放送賞 蝶の舞 武久　憲明 神奈川県
ＡＫＴ秋田テレビ賞 白と青の五角交差 松本　巳エ 栃木県
ＡＡＢ秋田朝日放送賞 紅葉狩り 西田　和子 石川県
 バラ 藤巻　孝子 栃木県
 虹の中の鶴 伊藤　佳子 京都府
 羽衣 久保田喜美子 京都府

市観光協会長賞 松葉菊 岩城　洋子 秋田市
 藍染寄木 森山　弘子 茨城県
 ステンドグラス 五十嵐マチ 新潟県
 古典木目込まり 石塚　裕子 熊本県
 花火 遠田あさゑ 山形県

学　校　賞　 （団体の部） 鶴舞小学校 
県発明協会長優秀賞 らくらくがびょうケース 松橋　寛太 鶴舞小3年
秋田魁新報社賞 高さラクラク調節マクラ 菅原　美涼 小友小6年
ＮＨＫ秋田放送局賞 目ぐすりメガネ 三浦　叶夢 由利小3年
市議会議長賞 しずくがたれないカッパ 渡部　麻央 新山小1年
市校長会長賞 ズキン型タオル 藤原　結芽 鶴舞小3年

(公財)本荘由利産学 キャスタセンサ
 藤澤　諒、下井信浩、

振興財団理事長賞  間所洋和、佐藤和人
  （一般）
市長優秀賞 ペットボトルふみ機 大場　隆輝 新山小4年
本荘由利発明振興
協会長優秀賞 さんかくトイレットペーパー 花橋　隆生 鶴舞小1年

本荘由利教育研究会
理科部長優秀賞 せなかひやりバッグ 髙橋　明香 鶴舞小1年

県発明協会長優良賞

 のびーるハンガー 籠山　結菜 鶴舞小2年
  角田憲太郎、間所洋和、
 離床検知ピローセンサ 佐藤和人、下井信浩
  （一般）

市長優良賞
 生クリームがとびちら

 ないあわだてボール 阿部　　光 鶴舞小3年

 スピード物ほし 木内　　杏 由利小3年
本荘由利発明振興 おてがる吸引スポイト 佐藤　圭翼 鶴舞小2年
協会長優良賞 ゴーグルつき水えいぼうし 猪股　紅音 鶴舞小2年
本荘由利教育研究会
理科部長優良賞 全部まる見え虫かご 二見　幸成 由利小3年

県発明協会長

 おねえちゃんとなかよ
 くつかえるゴミばこ 小川　絆夏 新山小2年

奨励賞 読むときにらくちんな本おき台 小林　にこ 鶴舞小2年
 ふわふわシートベルト
 クッション 中川　茉里 鶴舞小4年

 ひえたジュース 矢野　悠人 鶴舞小1年
市長奨励賞 らくらくせんぬき 齊藤　岳央 鶴舞小1年
 空きカンつぶし 高橋　　響 由利小3年

本荘由利発明振興 すべらんじょうぎ 菅　　滉平 鶴舞小2年

協会長奨励賞 すき間ハンガー 間杉　空羽 鶴舞小2年
 かわくんデス‼ 齋藤　聖良 新山小3年
本荘由利教育研究会
理科部長奨励賞 ワクワクドライブ 勝山　　佑 小友小2年

市長優秀賞 刺し子（バック【大】） 三浦テツヱ 本  荘
市長優良賞 天鷺ぜんまい織り 山崎　智子 岩  城

市議会議長賞 刺し子のシンフォニー
 （ベットカバー） 三浦　ミヨ 矢  島

市商工会長賞 ４枚折屏風 斉藤重太郎 本  荘
由利森林管理署長賞 籐のかご 石井　厚子 本  荘
朝日新聞社賞 刺し子（布着バック【紺】） 小松　紀子 本  荘
NHK秋田放送局賞 花結びかご（籐） 戸賀瀬　香 本  荘
ABS秋田放送賞 花台 斎藤　鈴夫 岩  城
AKT秋田テレビ賞 あけびとくるみの花結び 佐藤美津子 本  荘
AAB秋田朝日放送賞 タペストリー（桜） 工藤つぎ子 大  内
市シルバー人材センター 刺し子
理事長賞 （カロリータペストリー） 山方久美子 本  荘

市長奨励賞 クレイフラワー（イチゴ） 鈴木　和子 本  荘
 刺し子（玄関マット） 阿部　克子 矢  島

1919 Yurihonjo city public Relations. 2013Yurihonjo city public Relations. 201319 Yurihonjo city public Relations. 2013

■農産品評会　1等賞

由利本荘米 あきたこまち 真坂　和都 鳥　海
水稲雑穀 大豆（リュウホウ） 小松　ツギ 鳥　海
イモ類 馬鈴薯（北あかり） 大滝　秋治 本　荘
葉たばこ 第一バーレー種たいへい 畠山　正博 東由利
果実 秋田紅あかり 齋藤　　亨 西　目

野菜 ミニトマト
 （サンチェリーピュア） 嶽石伊久雄 東由利

花き りんどう（深山秋） 小松　金義 鳥　海
農産加工品 味噌漬（山ごぼう） 子吉農産加工所 本　荘

飼料作物 ホールクロップサイレー
 ジ（ひとめぼれ） 相庭　幸子 矢　島

キノコ類 生椎茸 ㈱ファーム鶯 由　利
学校農園の部 ラッカセイ みどり保育園 東由利

由利本荘米 あきたこまち 田口　紘一 本　荘
 ひとめぼれ 田口　紘一 本　荘

水稲雑穀 株稲（秋田酒こまち） 佐藤　五郎 矢　島
 小豆（早生） 畑澤エイ子 矢　島
イモ類 里いも 阿部　サキ 本　荘

葉たばこ 第一バーレー種たいへい 三浦　勝也 矢　島
 第一バーレー種たいへい 畠山　　昇 東由利

果実 ぐんま名月 齋藤　誠也 西　目
 ふじ 三浦　君子 西　目

野菜

 ピーマン（京ひかり） 佐藤　　均 矢　島
 サヤインゲン
 （ダイチ２号） 木村　勝三 岩　城

 キャベツ 三浦キミ子 由　利

花き バラ（ニューハーフ） 齋藤　孝行 本　荘
 りんどう（深山秋） 眞坂　長寿 鳥　海

農産加工品

 しその実漬 工藤セイ子 本　荘
 糀漬茄子 佐藤　ノブ 本　荘
 カナカブ漬 佐々木カヅ 本　荘
 味噌（湯あがり娘） 佐藤リツ子 矢　島
飼料作物 デントコーンサイレージ 佐藤　伯成 矢　島
キノコ類 生椎茸 工藤　亜希子 由　利
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